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泥炭地水田の排水改良と主要葺分の収支

第2報　水稲の生育及び養分吸収に及ぼす浸透水量の影響
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1　は　じ　め　に

水稲に対する排水効果については多くの報告がある。し

かしその多くは暗渠施工後2～3年程度の短い期間の結果

であり，しかも用水量，即ち浸透水量を把握していない。

本試験では泥炭地水田に排水施設及び暗渠を施工し，そ

の後9年間，栽培期間中の用水量を計測しながら浸透水量

の違いが水稲の生育・養分吸収に及ぼす影響を検討した。

2　試　験　設　計

当センター内泥炭地水田（長吉統）の10I乃×10椚2区

に1976年田面下1桝．間隔5桝の暗渠を施工し，各区を田

面下1〝までの速水壁で囲んだ（表1）。

表1　供試土壌の理化学性
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ずつ増加し．用水量約4．000卿でN吸収量は約13材10〝の

最大値を示した。成熟期N吸収量は気象要因の影響よりも

用水量により変動制細できる部分が大きいと考えられる。

しかしP205，K20では成熟期吸収量と用雨量の関係は

判然としない（図1．表2）。

蓑2　年次別栽培期間中の用水量と雨量

年 次 5 3 54 5 5 56 5 7 5 8

項 目　 ‾ 普　 倍 普　 倍 苦　　 倍 普　　 倍 苦　　 倍 普　 倍

用 水量 3．4 42 5．8 9‘ 2 ．33 6 3．悶 3 1，0 3 3 1，735 1．9 12 3．932 1．35 6 3 ，49 6 1．215 2．10 6

雨　 雷 2 78　 2 78 446　 446 82‘　 82 6 50 7　 507 6 11　 6 11 88 0　 8 80

汁 3．7 21 6．174 2 ．78 2 4．3 29 1．859 2 ．58 1 2．4 19 4，点 9 1．96 7 4 ．10 7 2．09 5 2，98 6

注．轡：苦適量透水区．倍：倍量透水区．単位一

試験区は普通量透水区，普通量区の約2倍の用水を供給

した倍量透水区，暗渠を施工しない対照区から成り，1978

年から試験を継続している。さらに1982年に無透水区とし

て面積1滋，深さ1〝才の有底枠を設けた。枠内は周囲と同

一層序とし透水は与えずほぼ雨水のみで水稲を栽培した。

透水区は栽培全期間透水，対照区，無透水区は全期間湛

水を条件とした水管理を行なった。品種はササニシキ。

3　用水霊と成熟期養分吸収量

豊凶作年を含む1978～83年までの普通量区，倍量区及

び1982～83年の無透水区の養分吸収量とその年の栽培期

間中の用水と雨の含量（以下用雨量と略す）の関係を検討

した。

成熟期N吸収量は用雨量が1．000が増すごとに約2材10〃
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栽培期間中の用水と雨量（撤）

図1　用水丑と成熟期養分吸収量
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4　暗渠からの距離と成熟期茎葉養分濃度

1984年成熟期に倍量透水区で暗渠に直交するように3株

ごとに水稲を採取し，暗渠からの距離と水稲茎葉の養分濃

度の関係を検討した（図2）。茎葉N濃度だけが暗渠間隔

と同じ5桝の明らかな周期性を示し暗渠直上部で高かった。

30　　　　60（株）

図2　成熟期茎葉養分
濃度位置変化

5　透水による地力窒素の発現時期

1983年倍量透水区と対照区の時期別N吸収邑乾物垂を

求め，倍量区と対照区のN吸収量差，乾物重差の推移を検

討した。N吸収量差は6月下旬に急激に大きくなり，出穂

後も拡大し続けた。乾物垂の差も増加開始時期はN吸収量

差よりも約10日程遅れるが，その後N吸収量差を後追いす

る形で増加を続けた（図3）。

6　7　8　9月
（1983）

図3　倍量透水区と対
照区の差推移

暗渠直上部で成熟期茎葉のN濃度が高まったことと併せ

考えると，透水による地力窒素は6月下旬頃に顕在化し以

後出穂後まで継続したと考えられる。

6　透水による要素吸収量増加の機構

基肥N（塩素系）が消失する6月下旬に暗渠直上部と中

間部及び対照区から採土し，生士hcubationを行なった。

その際採土時点までの透水量の目安とするため土壌溶液の

Cl‾襟度を測定した。Cl‾濃度が低いほど生成NH．－Nは

多かった。

蓑3　浸透水量の遠いと無機化量

N H 「 N　　　　 C l‾

（昭／100 ）　　 （臍 ）

対　　　 照　　　 区 3．6　　　　　　 32．2

普 通 量　 暗 渠 直 上 4．7　　　　　　 9，4

中 間 4．8　　　　　 14．0

倍　 量　 暗 渠 直 上 4．3　　　　　 12．5

中 間 3．5　　　　　 22，9

注．1985．6月29日様土，30℃10日間

また暗渠の水質でも用水量の多い倍量区は普通皇区より

もCl‾濃度は低いが，NHrN感度は高く推移している。

水稲でも上述のどとく透水量が増えてもN以外の他の養

分では吸収量増．濃度の上昇傾向は明らかではない。

以上から泥炭地水田では透水量増によるN吸収量増には，

水稲根の健全化よりも土壌有機物の分解が促進されること

による影響の方が大きいと考えられる。

7　透水による地力窒素の発現と水稲の生育収量

1978～83年の平均の生育状況，収量構成を表4に示し

た。草丈茎数では生育が進むにつれて倍量区と対照区の差

は拡大し，N吸収量差によく対応していた。収量構成も棟

数，総概数までは倍量区のN吸収量増加割合2椚＝こ近い増

加を示したが．わら垂では10％，玄米垂ではわずか5％増

と増加率は低下した。原因は籾教増に比べ豊熟歩合の急激

な低下にある。

轟4　生育状況指数及び収量構成要素（1978～83平均）

H l ド句 7 日 旬 成 熟 期 わ ら 一挺 精 玄 米 覗 一緒 枚 数 隠 招 致 豊 熟 歩 合 千 拉 垂

草 丈 尊 敬 草 丈 犠歓 搾 長 馳 ん 繊 救 吻 ′10〃 指 数 り′‘10（l 指 数 柏 指 数 1ヾm ‘J 指 歓 ヽ 指 歓 † I汚t女

川 0　　 川【l 100　 10【l 100　 100　 1的 49，　 100

10 2　 105 10 5　 101 10 8　 103　 111 5 75　 115

1日　 103 10 5　 101 10 7　 105　 11b 5 55　 112

8　　ま　　と　　め

泥炭地水田に暗渠を施工し浸透水量が水稲の生育収量，

養分吸収に及ぼす影響を検討した。

成熟期N吸収量は浸透水畠により制御できる部分が大き

く，用水量が1，000が増すごとに約2句／10〝増加し用水量

約4．000間で約13吻／10〃の最大値となった。

8 2．8　 10 0 3 0 1　 10 0 7 l ．1　 10 0 2仇 7　 100

1 2．9　 10 0 3 2 9　 10 9 7 2 ．2　　 9 5 20 ．7　 10 0

触 ．2　 10 5 j M　 12 1 6 5 ．4　　 8 6 2 0 ．4　　 9 9

透水による地力窒素の発現は6月下旬に覿在化しその後

出穂後まで継続したと考えられる。これに対応し透水区で

穂数，捻粗放が増加したが収量は微増にとどまることが多

かった。

透水によるN吸収量増には．根の健全化よりも土壌有機

物の分解促進の影響が大きいと考えられる。
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